
棚倉町立近津小学校 学 校 だ よ り 令和７年１１月６日（木） № ３６

★教育目標★

志高く、確かな目標をもち、
自己を磨く、しなやかな子どもの育成

文責：校長 深谷麻紀

やり抜いた喜び
”ちょうせん”し、”つながった”近津っ子

１０月３０日は、晴れ渡る秋晴れの下、マラソン
記録会が行われました。子ども達は、不安と緊張の
中、自分の目標に向かって挑戦する姿が見られまし
た。本当によく頑張ったと思います。
長い距離を走ることは、決して楽なことではあり

ません。自分の思うようにいかないこともあります。
しかし、自分を奮い立たせ、挑戦した子ども達は、
それだけで１００点満点だと思います。
また、近津っ子の良いところは、仲間を全力で応

援するところです。練習時から、どの学年も応援の
声が校長室まで届きます。仲間とつながる力もしっ
かり身に付けた子ども達です。
ここで身に付けた力を、来週の学習発表会につな

げるため、現在練習に励んでいます。ぜひ、本番を
楽しみにしてください。

＜来週の予定＞
１１月１０日（月） 近津幼稚園 １・２年発表見学

１１日（火） 係児童打合せ（ふれあいタイム）
１２日（水） ミニ予行
１３日（木） おにぎり給食日
１４日（金） 発表会前日準備
１５日（土） 学習発表会
※ １７日（月） 繰り替え休業日

☆ 先週は、４年生の八槻都々古別神社・八槻家住宅見学や
６年生（＋郷土史クラブ）の茶道体験等々、体験活動が目
白押しでした。今日も、５・６年が白河実業高校で貴重な
経験をしました。ぜひ、本校ホームページでチェックを！！

明日１１月７日に、棚倉町青少年の主張発表会が棚倉町立図書館で開催
され、本校から６年生の代表者が発表します。

代表者は、『「伝統を受けついでいく」リレーの走者に』というテーマ
で、鼓笛の主指揮やお田植え祭りなど、近津小学校の伝統を受けついでい
くことへの責任の重さ、そしてその覚悟を発表します。
近津小学校の代表として、学校と地域を結ぶ架け橋として堂々と発表し

てくれることを期待しています。

＜校長のひとり言＞
感動したこと その１
セカンドスクール最終日、ある５年生が、「かなっぺ（大学生ボランティア）に感謝したい」

と話していました。なぜかと聞いてみると、「夜中も私達の面倒を見てくれたし、キャンプファ
イヤーでは、私達のために夜遅くまで出し物を考えてくれた。本当に嬉しかった」とのこと。自
分達のために頑張ってくれる人を気づかえる言葉に、感動！！

感動したこと その２
築城４００年記念鼓笛パレードのスタート時、主指揮の児童に、鼓隊の子ども達が「がんばれ」

と優しい笑顔で声をかけている姿を見て、感動！！

相手を思いやれる気持ちは、人としてとても大事なことです。そのことを、私は日々、近津小
の子ども達から学んでいます。子どもから学ぶことはたくさんありますね。

近津小学校


